
厚木人

はじまりの物語、厚木で発見！

有力戦国大名発祥の地
鎌倉時代の毛利氏と厚木
厚木は歴史の分岐点
戦国・幕末の重要な舞台だった
古代ロマンを発掘
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時
代

年
代

で
き
ご
と

旧
石
器
約
2
万
年
前

厚
木
市
域
に
人
が
住
み
始
め
る

縄
文
約
1
万
3
0
0
0
年
前
〜

2
4
0
0
年
前

縄
文
土
器
が
作
ら
れ
る

弥
生
約
2
4
0
0
年
前
〜

3
世
紀

稲
作
が
始
ま
る

古
墳
4
世
紀
後
半
〜
7
世
紀

厚
木
市
域
に
古
墳
が
造
ら
れ
る

奈
良
和
銅
6
年（
7
1
3
）

一
帯
が
相
模
国
愛
甲
郡
と
な
る（『
延
喜
式
』よ
り
）

平
安
承
平
5
年（
9
3
5
）

愛
甲
郡
を
6
郷（
玉
川・英
那・印
山・船
田・

六
座・餘
部
）に
分
け
る（『
倭
名
類
聚
抄
』よ
り
）

原始・古代鎌
倉

建
久
5
年（
1
1
9
4
）

源
頼
朝
が
日
向
薬
師
を
参
詣
。

下
毛
利
荘
、大
江
広
元
が
駄だ

餉し
ょ
う（

弁
当
）を
振
る
舞
う（『
吾
妻
鏡
』よ
り
）

建
仁
2
年（
1
2
0
2
）

大
江
広
元
の
4
男・季
光
誕
生
。

の
ち
に
毛
利
荘
を
相
続
し
て
毛
利
氏
を
名
乗
る

建
暦
3
年（
1
2
1
3
）

和
田
義
盛
の
乱
。愛
甲
季
隆
、毛
利
景
行
ら
が
討
ち
死
に

文
永
8
年（
1
2
7
1
）

日
蓮
が
佐
渡
配
流
の
途
中
に
本
間
重
連
の
館
に
滞
在
。

星
下
り
の
奇
瑞
に
遭
遇

南
北
朝
延
元
3
年・

建
武
5
年（
1
3
3
8
）

夢む

窓そ
う

疎そ

石せ
き

が
高こ

う
の

師も
ろ

直な
お

に
宛
て
た
書
状
に

「
相
州
厚
木
郷
」の
名
称
が
見
え
る

室
町
長
享
2
年（
1
4
8
8
）

扇
谷
上
杉
定
正
、山
内
上
杉
顕
定
を
実
蒔
原
の
戦
い
で
破
る

戦
国

永
禄
4
年（
1
5
6
1
）

長
尾
景
虎
が
小
田
原
攻
め
で
通
過
。建
徳
寺
や
最
勝
寺
が
大
破

永
禄
12
年（
1
5
6
9
）

武
田
信
玄
が
小
田
原
攻
め
で
通
過
。千
光
寺
や
遍
照
院
が
大
破

天
正
13
年（
1
5
8
5
）

北
条
氏
直
が
荻
野
の
市
法
度
を
定
め
る

天
正
18
年（
1
5
9
0
）

豊
臣
秀
吉
が
厚
木
な
ど
に
禁
制
を
下
す

天
正
19
年（
1
5
9
1
）

徳
川
家
康
が
市
内
寺
社
に
朱
印
地
を
与
え
る

江
戸

享
保
14
年（
1
7
2
9
）

こ
の
こ
ろ
烏
山
藩
厚
木
役
所
が
設
置
さ
れ
る

天
明
3
年（
1
7
8
3
）

荻お
ぎ

野の

山や
ま

中な
か

藩は
ん

第
5
代
藩
主・大
久
保
敎の

り

翅の
ぶ

、

中
荻
野
に
陣
屋
を
設
置

天
保
2
年（
1
8
3
1
）

渡
辺
崋
山
が
厚
木
を
訪
れ「
厚
木
六
勝
図
」を
描
く

慶
応
3
年（
1
8
6
7
）

荻
野
山
中
陣
屋
が
浪
士
隊
に
焼
き
討
ち
さ
れ
る

近世明
治

明
治
4
年（
1
8
7
1
）

廃
藩
置
県
。荻
野
山
中
県
、烏
山
県
、小
田
原
県
、六
浦
県
に
属
す
る

※
11
月
に
足
柄
県
、明
治
9
年（
1
8
7
6
）4
月
に
神
奈
川
県
と
な
る
。

明
治
11
年（
1
8
7
8
）

厚
木
村
に
愛
甲
郡
役
所
を
設
置

明
治
22
年（
1
8
8
9
）

市
制・町
村
制
施
行
。市
域
36
か
村
が
厚
木
町
ほ
か
12
か
村
に
な
る

昭
和

昭
和
2
年（
1
9
2
7
）

小
田
原
急
行
鉄
道
開
通
。相
模
厚
木
駅（
現
本
厚
木
駅
）開
業

昭
和
30
年（
1
9
5
5
）

厚
木
町
、南
毛
利
村
、睦
合
村
、小
鮎
村
、玉
川
村
が
合
併
し
、

厚
木
市
が
発
足
※
そ
の
後
相
川
村
、依
知
村
、荻
野
村
を
編
入
。

相
模
大
橋
開
通

昭
和
39
年（
1
9
6
4
）

国
道
2
4
6
号
、東
京
―
沼
津
線
開
通

昭
和
43
年（
1
9
6
8
）

東
名
高
速
道
路
、東
京
―
厚
木
間
開
通

平
成
平
成
31
年（
2
0
1
9
）

あ
つ
ぎ
郷
土
博
物
館
開
館

令
和
令
和
7
年（
2
0
2
5
）

市
制
施
行
70
周
年

近現代

3 2

市
制
70
周
年

神
奈
川
県
厚
木
市
は
、
令
和
７
年
２
月
１
日
に

市
制
70
周
年
を
迎
え
た
。
本
冊
子

は
厚
木
市
の
歴
史
を
テ
ー
マ
ご
と

に
ま
と
め
、
再
発
見
す
る
目
的
で

制
作
し
た
。

地
理

神
奈
川
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
厚
木
市

は
、
面
積
93
．83
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口

22
万
3
0
2
8
人
の
都
市
（
令
和
７
年
８
月

現
在
）。
一
級
河
川
の
相
模
川
と
丹
沢
大
山
に

挟
ま
れ
、
扇
を
広
げ
た
よ
う
な
地
形
が
特
徴
。
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歴
史

相
模
平
野
の
肥
沃
な
地
域
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

縄
文
時
代
早
期
に
は
人
々
が
定
住
し
た
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
古
墳
も
数
多
く
造
ら
れ
や
が
て
、

鎌
倉
時
代
に
は
毛
利
氏
を
は
じ
め
と
し
た
武

将
や
寺
院
の
所
領
地
に
も
な
っ
た
。
江
戸
時
代

は
徳
川
の
直
轄
領
の
ほ
か
、
大
名
領
・
旗
本
領

が
配
さ
れ
、
宿
場
、
産
業
、
交
易
の
場
と
し
て

大
い
に
繁
栄
し
、
小
江
戸
と
も
呼
ば
れ
た
。

観
光
・
特
産
品

東
京
都
心
や
羽
田
空
港
、
横
浜
か
ら
ア
ク
セ
ス

し
や
す
く
、
本
厚
木
駅
は
１
日
平
均
13
万
人
の

乗
降
が
あ
る
。
豊
か
な
自
然
環
境
で
育
ま
れ
る

特
産
品
も
多
く
、
鮎
料
理
や
い
の
し
し
鍋
、
と

ん
漬
、
豚
ホ
ル
モ
ン
、
地
酒
な
ど
は
全
国
的
に

有
名
。

あつぎの
歴
史
（
原
始
・
古
代
〜
現
代
概
略
）

中世

厚木の
文化の幕開け

▼P．14～
厚木で
毛利氏が誕生！

▼P．4～関東・戦乱の
時代へ

▼P．10～

厚
木
市
に
つ
い
て

4

は
じ
ま
り
の
物
語
、厚
木
で
発
見
！

　
　
　

有
力
戦
国
大
名
発
祥
の
地

　
　
　

鎌
倉
時
代
の
毛
利
氏
と
厚
木　

　
　
　

厚
木
は
歴
史
の
分
岐
点　

　
　
　

戦
国・幕
末
の
重
要
な
舞
台
だ
っ
た

　
　
　

古
代
ロ
マ
ン
を
発
掘　

　
　
　

縄
文・弥
生・古
墳
時
代
の
歴
史
遺
産

18

厚
木
市
歴
史
発
見
M
A
P

　
　

●
厚
木
市
内
の
文
化
財

20

あ
つ
ぎ
の
歴
史
を

も
っ
と
知
る
な
ら
コ
コ
へ
！

厚木人
目次

123

日本は
戊辰戦争へ突入

▼P.12～

厚木市制
スタート

あつぎ郷土博物館（▶P.20） 福伝寺山門（▶P.13）
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1
有
力
戦
国
大
名

毛
利
氏
の
故
地
・
厚
木

　

毛
利
氏
と
い
う
の
は
名
字
（
苗
字
）
で

あ
り
、
そ
の
本
姓
は
大
江
氏
と
い
う
。
本

姓
と
は
、
古
代
以
来
の
同
族
集
団
が
用
い

た
本
来
の
氏
を
指
す
。
源
氏
・
平
氏
・
藤

な
お
、
大
江
音
人
は
学
者
と
し
て
も
知
ら

れ
、
以
来
、
菅
原
道
真
を
輩
出
し
た
菅
原

氏
と
並
び
、
大
江
氏
は
学
者
の
家
と
し
て

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
菅
原
氏
を
菅か

ん

家け

と
呼
ぶ

の
に
対
し
、
大
江
氏
は
江ご

う

家け

と
呼
ば
れ
た
。

　

平
安
時
代
末
期
の
大
江
広
元
は
、
母
親

の
再
婚
相
手
で
あ
っ
た
中
原
広
季
の
養
子

と
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
（
諸
説
あ

り
）。
そ
の
た
め
、
中
原
広
季
の
子
（
養
子

と
も
）
親
能
が
源
頼
朝
に
接
近
す
る
と
、

広
元
も
頼
朝
に
学
識
を
買
わ
れ
て
近
侍
す

る
よ
う
に
な
り
、
京
か
ら
鎌
倉
に
下
向
し

た
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
は
、
治
承
・
寿
永

の
乱
、
す
な
わ
ち
源
平
の
争
乱
を
通
じ
て

頼
朝
を
支
え
、
守
護
・
地
頭
の
設
置
も
、

広
元
の
献
策
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
鎌
倉

幕
府
の
成
立
後
は
、
政
務
を
担
う
政
所
の

別
当
と
な
り
、
朝
廷
と
の
折
衝
に
活
躍
し

た
。
そ
う
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
広
元

「毛利」の姓を初めて名乗ったのが、大江広元
の 4 男・季光。時代とともに一族が西国に移
動しても、同じ姓を名乗ることになる。

江就記 江戸時代の軍記物で、毛利元就の一代記。
大江広元や毛利季光から元就に至るまでの
歴史も記されている。 あつぎ郷土博物館蔵

紙本著色毛利元就像
安芸毛利氏の第 12 代当主。
安芸国の国人領主から一代で
中国地方統一を成し遂げた。
毛利博物館蔵

大江広元肖像 鎌倉幕府の中心人物らを描いた錦絵。北条時政、北条政子（政子御前）、北条義時（江間小四郎）、大江広元（左中央）、源実朝、
源義経（九郎義経）が描かれている。 『かるたあわせ鎌蔵武勇六家仙』国立国会図書館デジタルコレクションより https://dl.ndl.go.jp/pid/1310283 （参照 2025-08-16）

は
じ
ま
り
の
物
語
、厚
木
で
発
見！

厚
木
市
は
、
戦
国
大
名
・
毛
利
氏
の
ル
ー
ツ
の
地
。

鎌
倉
幕
府
政
所
の
初
代
別
当
を
務
め
た
大
江
広
元
と
子
息
、

特
に
四
男
・
季
光
（
毛
利
氏
初
代
）
の
姿
を
追
う
。監
修
・
文
／
小
和
田
泰
経

の
名
前
を
家
名
と
し
て
称
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
が
名
字
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

同
じ
氏
に
属
す
る
集
団
で
あ
っ
て
も
、
各

家
が
別
な
名
字
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

毛
利
氏
の
本
姓
で
あ
る
大
江
氏
は
、
古

代
の
名
族
で
あ
る
土は

師じ

氏
の
流
れ
を
く
む

と
い
う
。
一
説
に
は
平
城
天
皇
の
皇
子
阿あ

保ぼ

親
王
の
子
孫
と
も
い
わ
れ
る
が
、
確
か

な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
ち
な
み
に
、
毛

利
氏
の
家
紋
「
一
文
字
に
三
つ
星
」
は
、

阿
保
親
王
が
一い

っ

品ぽ
ん

を
追
贈
さ
れ
た
故
事
に

よ
る
も
の
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

そ
の
土
師
氏
で
あ
る
が
、
朝
廷
か
ら
大お

お

枝え

姓
を
賜
わ
る
と
、
平
安
時
代
前
期
に
大

江
音お

と

人ん
ど

が
大
江
姓
へ
と
表
記
を
改
め
た
。

に
は
日
本
各
地
に
地
頭
職
が
与
え
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
地
頭
職
は
、
広
元
か
ら
子
へ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
相
伝
さ
れ
て
い
る
。

　

長
男
の
親
広
は
、出
羽
国
寒さ

河が

江え
の

荘し
ょ
う（

山

形
県
寒
河
江
市
）
の
地
頭
職
を
継
承
し
た
。

た
だ
し
、
親
広
自
身
は
承
久
3
年
（
１

２
２
１
）
の
承
久
の
乱
で
後
鳥
羽
上
皇
方

に
与く

み

し
た
こ
と
で
没
落
し
て
し
ま
う
。
そ

の
子
孫
は
寒
河
江
城
を
拠
点
に
寒
河
江
氏

を
称
し
た
が
、
戦
国
時
代
に
は
、
最も

上が
み

氏

に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
て
い
る
。

　

次
男
の
時
広
は
、
出
羽
国
長
井
荘
（
山

形
県
長
井
市
・
米
沢
市
）
の
地
頭
職
を
継

承
し
、
長
井
氏
を
称
し
た
。
子
孫
は
大
江

氏
の
惣
領
と
し
て
鎌
倉
幕
府
に
重
き
を
な

し
た
が
、
南
北
朝
時
代
に
、
伊
達
氏
に
よ
っ

て
早
く
も
滅
ぼ
さ
れ
て
い
る
。

　

三
男
の
政
広
（
宗
元
）
は
、
上
野
国
那な

波わ
の

荘し
ょ
う（

群
馬
県
伊
勢
崎
市
）
の
地
頭
職
を

継
承
し
、
藤
原
氏
の
流
れ
を
く
む
那
波
氏

の
養
子
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
那
波
氏

は
、
戦
国
時
代
に
な
る
と
北
条
氏
と
上
杉

氏
と
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
、
滅
亡
し
て

し
ま
っ
て
い
る
。

　

四
男
の
季す

え

光み
つ

は
、
相
模
国
毛も

う
り
の
し
ょ
う

利
荘
（
神

奈
川
県
厚
木
市
・
愛
甲
郡
愛
川
町
・
清
川

村
）
の
地
頭
職
を
継
承
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
毛
利
荘
を
本
拠
と
し
て
毛
利
氏
を
称

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

戦
国
時
代
に
安
芸
国
の
戦
国
大
名
と

な
っ
た
毛
利
元
就
は
、
こ
の
毛
利
季
光
の

子
孫
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら
す
る

と
、
厚
木
市
は
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
発
祥

の
地
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

【毛利氏の歩み】
時
代

年
代

で
き
ご
と

鎌
倉

久
安
4
年（
1
1
4
8
）ご
ろ

大
江
広
元
誕
生

元
暦
元
年（
1
1
8
4
）

広
元
、公
文
所
の
別
当
に
就
任

建
仁
2
年（
1
2
0
2
）

広
元
四
男・季
光
誕
生
。の
ち
に
毛
利
荘
を
相
続
①

承
久
3
年（
1
2
2
1
）

季
光
、承
久
の
乱
で
功
績
を
あ
げ
る
。

安
芸
国
吉
田
荘（
現
広
島
県
安
芸
高
田
市
）を
与
え
ら
れ
る
。

宝
治
元
年（
1
2
4
7
）

宝
治
合
戦
。三
浦
方
に
参
じ
た
季
光
は
自
害

季
光
四
男
経
光
、佐
橋
荘（
現
新
潟
県
柏
崎
市
）で
毛
利
家
を
継
ぐ
②

南
北
朝
建
武
3
年（
1
3
3
6
）

経
光
四
男
時
親
、吉
田
荘
へ
移
る
③

室
町

明
応
6
年（
1
4
9
7
）

弘
元
次
男
と
し
て
元
就
誕
生

大
永
3
年（
1
5
2
3
）

元
就
が
家
督
を
継
ぐ
。

天
正
19
年（
1
5
9
1
）

元
就
孫
の
輝
元
、居
城
を
広
島
に
移
す
④

江
戸

慶
長
9
年（
1
6
0
4
）

輝
元
、萩
城
に
移
る
⑤

文
久
3
年（
1
8
6
3
）

敬
親
、萩
城
を
去
り
山
口
へ
移
る
⑥

大
正

大
正
5
年（
1
9
1
6
）

防
府
多
々
良
邸（
旧
毛
利
家
本
邸
）完
成
⑦

第
一
章

＞＞

佐橋荘2

吉田荘3

広島4

萩5

山口
6

防府
7

毛利荘1

原
氏
・
橘
氏
の
「
四
姓
」
が
俗
に
「
源
平

藤
橘
」
と
称
さ
れ
る
ほ
か
、
大
江
氏
や
菅

原
氏
な
ど
も
氏
で
あ
っ
た
。
古
代
に
は
、

同
族
集
団
は
同
じ
氏
を
用
い
て
い
た
が
、

中
世
に
な
る
と
、
同
族
集
団
の
な
か
の
家

そ
れ
ぞ
れ
が
、
多
く
は
本
拠
と
す
る
土
地

幕末の絵師・大庭
学僊筆。毛利博物館蔵

大江広元像

【毛利氏の移動ルート】

鎌
倉
時
代
の
毛
利
氏
と
厚
木

有
力
戦
国
大
名
発
祥
の
地



1

2
厚木市

愛川町

清川村

： 上毛利荘
： 下毛利荘

毛利荘MAP

厚木市

愛川町

清川村

： 上毛利荘
： 下毛利荘

毛利荘MAP
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鎌
倉
時
代
の

毛
利
荘
と
毛
利
氏

　

毛
利
荘
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
厳
密
に

画
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
お
お
む
ね
、

相
模
川
の
西
岸
に
位
置
し
、
南
端
は
厚
木

市
の
中
心
部
、
北
端
は
愛
甲
郡
愛
川
町
、

西
端
は
愛
甲
郡
清
川
村
に
至
る
広
大
な
荘

園
だ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
荘
域
は
さ

ら
に
、
北
半
の
上
毛
利
荘
と
南
半
の
下
毛

利
荘
に
区
分
さ
れ
て
い
た
。

　

毛
利
荘
の
成
立
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、

平
安
時
代
末
期
に
は
、
毛
利
景
行
の
支
配

下
に
あ
っ
た
。
こ
の
毛
利
氏
は
、
大
江
姓

の
毛
利
氏
で
は
な
く
、
藤
原
姓
の
毛
利
氏

で
、
居
館
は
愛
甲
郡
清
川
村
の
煤
ヶ
谷
に

存
在
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　

治
承
4
年
（
１
１
８
０
）
か
ら
治
承
・
寿

永
の
乱
、い
わ
ゆ
る
源
平
の
合
戦
が
始
ま
っ

た
と
き
、毛
利
景
行
は
、大
庭
景
親
に
従
っ

て
平
家
方
に
つ
い
た
。
争
乱
が
源
頼
朝
の

勝
利
に
終
わ
る
と
、
毛
利
景
行
は
頼
朝
に

降
伏
し
て
い
る
。こ
の
の
ち
、頼
朝
の
側
近・

大
江
広
元
に
毛
利
荘
の
地
頭
職
が
与
え
ら

れ
た
ら
し
い
。
毛
利
荘
は
、
鎌
倉
に
も
近

い
枢
要
な
地
で
、
頼
朝
は
鎌
倉
の
防
備
に

も
役
立
て
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

大
江
広
元
が
毛
利
荘
を
源
頼
朝
か
ら
与

え
ら
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、よ
く
わ
か
っ

て
い
な
い
。
建
久
5
年
（
１
１
９
４
）、
頼

朝
が
日ひ

な

た向
薬や

く

師し

（
伊
勢
原
市
）
と
し
て
知

ら
れ
る
霊

り
ょ
う

山ぜ
ん

寺じ

（
現
在
の
宝
城
坊
）
に
参

詣
し
た
際
、
広
元
は
下
毛
利
荘
に
お
い
て

頼
朝
一
行
に
駄
餉
（
弁
当
）
を
献
上
し
て

お
り
、
こ
の
と
き
に
は
す
で
に
広
元
が
支

配
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、

頼
朝
が
木
曾
義
仲
の
長
男
義
高
を
誅
殺
し

た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
許
嫁
で
あ
っ
た
長

女
大
姫
が
病
床
に
伏
せ
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
か
ら
、
平
癒
を
祈
願
す
る
た
め
参
詣
し

た
も
の
だ
っ
た
。
当
時
の
広
元
は
鎌
倉
に

居
館
を
持
っ
て
い
た
が
、
毛
利
荘
に
も
屋

敷
を
用
意
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
不
明

で
あ
る
。

　

頼
朝
の
死
後
、
広
元
は
2
代
執
権
の
北

条
義
時
を
支
え
、
建
暦
3
年
（
１
２
１
３
）

に
和
田
義
盛
が
義
時
に
反
旗
を
翻
し
た
際

に
も
、
義
時
方
に
つ
い
た
。
こ
の
と
き
、

毛
利
景
行
は
和
田
義
盛
に
味
方
し
て
滅
ぼ

さ
れ
て
お
り
、
以
後
、
毛
利
荘
は
広
元
が

一
円
的
に
支
配
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

承
久
3
年
（
１
２
２
１
）
に
後
鳥
羽
上

皇
が
北
条
義
時
追
討
を
標
榜
し
て
承
久
の

乱
を
起
こ
す
と
、
広
元
は
義
時
を
支
え
、

広
元
の
四
男
季
光
も
西
上
す
る
幕
府
軍
に

従
軍
し
て
い
る
。
季
光
は
、
木
曽
川
や
宇

治
川
・
淀
川
の
強
行
渡
河
で
活
躍
し
、
こ

れ
に
よ
り
、
恩
賞
と
し
て
安
芸
国
吉
田
荘

（
広
島
県
安
芸
高
田
市
）
の
地
頭
職
を
与
え

ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

元
仁
元
年
（
１
２
２
４
）
に
北
条
義
時

が
没
す
る
と
、
翌
年
に
は
広
元
も
没
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
四
男
の
季
光
が
毛
利
荘
や

越
後
国
佐さ

橋ば
し
の

荘し
ょ
う（
新
潟
県
柏
崎
市
）
を
継

承
し
、毛
利
荘
を
本
拠
と
す
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
し
い
。

　

季
光
は
、
北
条
義
時
の
跡
を
継
い
だ
3

代
執
権
泰
時
に
重
用
さ
れ
、
評
定
衆
に
も

抜
擢
さ
れ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
娘
を

泰
時
の
孫
に
あ
た
る
時
頼
に
嫁
が
せ
、
北

条
氏
と
姻
戚
に
も
な
っ
て
い
る
。
順
当
に

い
け
ば
、
毛
利
氏
は
執
権
北
条
氏
の
外
戚

と
し
て
安
泰
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

し
か
し
、
宝
治
元
年
（
１
２
４
７
）
の

宝
治
合
戦
で
三
浦
泰
村
が
執
権
と
な
っ
た

ば
か
り
の
時
頼
に
対
し
て
兵
を
挙
げ
る
と
、

季
光
は
苦
渋
の
決
断
を
迫
ら
れ
た
。
季
光

の
妻
が
、
三
浦
泰
村
の
妹
だ
っ
た
た
め
で

あ
る
。
悩
ん
だ
末
に
季
光
は
、
妻
の
説
得

を
受
け
て
三
浦
泰
村
に
味
方
す
る
こ
と
に

し
た
と
い
う
。

　

結
局
、
こ
の
宝
治
合
戦
で
三
浦
一
族
は

敗
北
し
、
季
光
も
子
ら
と
と
も
に
自
害
し

た
。
毛
利
荘
は
、
こ
の
の
ち
安
達
氏
の
所
領

と
な
り
、安
達
氏
が
弘
安
8
年（
１
２
８
５
）

の
弘
安
合
戦
（
霜
月
騒
動
）
で
滅
亡
し
て

か
ら
は
、
北
条
氏
や
鎌
倉
幕
府
と
関
係
が

深
い
寺
社
の
所
領
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

な
お
、
季
光
の
四
男
と
さ
れ
る
経
光
は
、

当
時
越
後
国
佐
橋
荘
に
い
た
た
め
宝
治
合

戦
に
は
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ

ろ
大
江
氏
の
嫡
流
を
継
い
で
い
た
季
光
の

兄
時
広
の
嫡
男
に
あ
た
る
長
井
泰
秀
の
働

き
か
け
も
あ
り
、
経
光
に
は
越
後
国
佐
橋

荘
と
安
芸
国
吉
田
荘
の
相
続
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。

　

文
永
7
年
（
１
２
７
０
）
に
な
っ
て
経

光
は
、
所
領
を
長
男
基
親
と
四
男
時
親
に

分
割
譲
渡
し
た
。
こ
の
と
き
、
吉
田
荘
の

地
頭
職
を
継
承
し
た
時
親
が
建
武
3
年

（
１
３
３
６
）、
吉
田
荘
へ
と
下
向
し
、
安

芸
毛
利
氏
の
祖
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

【毛利荘ゆかりの地】
❶ 金剛寺安達盛長の墓を参拝

弘法大師が開き、平安時代後期作の木造阿弥陀如来坐像（国重文）
などの文化財を所蔵する寺院。大師堂脇の宝篋印塔・五輪塔は盛長の
墓と伝わり、寺には位牌も安置されている。
住 厚木市飯山 5456　営 参拝自由　交 バス停飯山観音前から徒歩約 3 分

❷ 飯山観音長
ち ょ う

谷
こ く

寺
じ

頼朝が造営させたという観音堂

神亀 2 年（725）に行基が創建した寺院で、観音堂の十一面
観世音菩薩には行基手彫りの胎内仏が納められているという。
仁王門周辺のアジサイや、厚木市天然記念物のイヌマキも有名。
住 厚木市飯山 5605　営 9:00 ～ 16:00　無休　参拝自由
交 バス停飯山観音前から徒歩 10 分

監修・文／小和田泰経

第
二
章

＞＞
厚木市を中心とした広大な荘園

毛利荘推定図

鎌倉時代、毛利氏が支配した毛利荘。上毛利荘、
下毛利荘の 2 エリアに分かれた荘園で、上毛利荘
は愛甲郡愛川町などに相当する。下毛利荘は毛利
季光ゆかりの地・飯山や荻野エリアなどを含む。

あ
わ
せ
て
行
き
た
い

厚木をルーツとする毛利氏の歴史・文化に触れられる名品。
※ページ内掲載の資料は、令和 8 年1月24日～ 3 月1日、あつぎ郷土博物館で
　開催の市制 70 周年記念展示「寿 ―毛利家と共に―」で展示予定（→ P.20）。

厚木で見られる機会あり

【毛利氏ゆかりの名品】

軍幟
毛利元就と戦場に出た軍旗。毛
利家の家紋・一字三星紋と軍神
の名前が記されている。
毛利博物館蔵

東鑑（吾妻鏡）
鎌倉幕府が編纂した公式の歴史書。大江広元
が源頼朝に駄餉（弁当）を振る舞った話や、
毛利季光のエピソードなども記録されている。
あつぎ郷土博物館蔵

毛利敬親具足祝図
毛利敬親と重臣が正月に

「具足祝」をする様子を
描いた図。山口県出身の
日本画家・兼重暗香が明
治時代に描いたもの。
毛利博物館蔵

白
は く

山
さ ん

展望台
飯山観音長谷寺から徒歩 25 分、白山
山頂にある展望台。天気がよければ東
京方面も見える。 MAP P.18

飯山白山森林公園
白山とその周辺の里山に広がる公園。
約 600メートルの大門通りは、厚木の
代表的な桜の名所。 MAP P.18
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鎌
倉
時
代
の

厚
木
ゆ
か
り
の
人
物

　

安
達
盛
長
は
鎌
倉
時
代
初
期
の
武
将
で

あ
り
、
源
頼
朝
に
早
く
か
ら
近
侍
し
、
活

動
し
て
い
た
事
で
知
ら
れ
る
。
厚
木
市
に

は
こ
の
盛
長
ゆ
か
り
の
史
跡
が
残
っ
て
い
る
。

例
え
ば
飯
山
の
金
剛
寺
に
は
盛
長
の
も
の

と
伝
わ
る
石
塔
（
墓
）
が
残
さ
れ
、
三
田

十
軒
村
の
石
塔
群
に
は
、
盛
長
の
墓
と
さ

れ
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
厚
木
市
三
田
の

三
田
八
幡
神
社
は
、
盛
長
が
鶴
岡
八
幡
宮

を
勧
請
し
再
建
し
た
と
の
伝
承
を
持
つ
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
盛
長
は
頼
朝
に
仕
え

た
訳
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

た
の
か
。
そ
の
一
つ
に
頼
朝
の
平
家
方
へ

の
挙
兵
に
際
し
て
の
活
動
が
あ
る
。
治
承

4
年
（
１
１
８
０
）
6
月
、
頼
朝
は
平
家

方
へ
の
挙
兵
を
計
画
し
て
い
た
が
、
そ
の

際
、
味
方
を
募
る
た
め
、
盛
長
を
「
累
代

の
御
家
人
」の
も
と
に
遣
わ
し
て
い
る（『
吾

妻
鏡
』
治
承
四
年
六
月
二
十
四
日
条
）。
盛

長
は
頼
朝
の
書
状
を
持
っ
て
、
小こ

中ち
ゅ
う

太た

光

家
と
共
に
同
志
獲
得
に
出
掛
け
た
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
事
か
ら
盛
長
が
頼
朝
か
ら

大
い
に
信
頼
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
ろ

う
。
盛
長
は
相
模
国
の
武
士
に
加
勢
す
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
波
多
野
義
常

と
山

や
ま
の

内う
ち

首す

藤ど
う

経つ
ね

俊と
し

は
そ
の
命
令
に
従
わ
ず
、

悪
口
を
吐
く
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
（『
吾

妻
鏡
』
治
承
四
年
七
月
十
日
条
）。

　

江
戸
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
地
誌
『
新
編

相
模
国
風
土
記
稿
』
に
は
、
治
承
年
間
に

盛
長
が
飯
山
の
金
剛
寺
に
来
た
り
て
「
霊

地
」
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
、
没
後
に
遺
骨

を
送
り
葬
送
さ
れ
た
と
か
、
盛
長
は
建
久

年
間
に
三
田
村
の
領
主
で
あ
っ
た
と
す
る

伝
承
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
盛

長
の
相
模
国
遊
説
に
ま
つ
わ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

日蓮・星下り伝説がある厚木市内の3寺院

愛
あ い

甲
こ う

三
さ ぶ

郎
ろ う

季
す え

隆
た か

は、鎌倉時代前期の武将であり相模国
（神奈川県）愛甲郡愛甲荘を本拠としていた。現在の厚
木市愛甲には愛甲氏の居館があったとして道標が設置
されている。
　季隆が初めて史料に登場するのが『吾妻鏡』（鎌倉時

監修・文／濱田浩一郎

高祖御一代略図　九月十三夜依智星降 歌川国芳 星下りの奇瑞と呼ばれる伝説を描いた作品。厚木市内には伝説の舞台とされる3寺院がある。
 あつぎ郷土博物館蔵

武者姿のあゆコロちゃん
厚木市マスコットキャラクターのあゆコロ
ちゃん。今も地元で親しまれる武将・愛甲
三郎にちなみ、鎧武者姿で弓を引くデザイ
ンもある。©厚木市

妙純寺
文永 11 年（1274）、本間重連を施
主として創建。境内には本間重連の
墓所や荘厳な祖師堂、星下りの奇瑞
ゆかりと伝わる星井戸がある。

住 厚木市金田 295
営 参拝自由
交 バス停金田から徒歩 3 分

蓮生寺
日蓮を開山、本間重連を開基とし、
日蓮の直弟子の日源を中興開山とす
る。日蓮は自ら石を積んで両親供養
の宝塔を造ったという。

住 厚木市中依知 679
営 参拝自由　
交 バス停蓮生寺から徒歩 3 分

妙傳寺
日蓮が本間重連から寺地として屋敷
を献上されたのが起源。釈迦堂の木
造釈迦如来立像は一丈六尺（534cm）
で、市指定有形文化財。
住 厚木市上依知 2397
交 バス停上依知から徒歩 6 分

　

戦
国
大
名
大
友
宗
麟
の
祖
先
・
近
藤

氏
も
厚
木
と
縁
が
深
い
。
近
藤
能よ

し

成し
げ

は

平
安
時
代
後
期
の
武
将
で
あ
り
、
相
模

国
（
神
奈
川
県
）
愛
甲
郡
古
庄
郷
司
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
説
に

よ
る
と
、
平
将
門
追
討
に
功
あ
っ
た
藤

原
秀ひ

で

郷さ
と

の
子
孫
で
あ
る
。
能
成
の
事
績

に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
そ

の
妻
は
波
多
野
（
大
友
）
四
郎
経
家
（
相

模
国
足
柄
上
郡
大
友
郷
の
武
士
）
の
娘

で
あ
り
、
そ
の
娘
と
の
間
に
大
友
能
直

が
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
能
直
こ
そ
、

戦
国
時
代
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て

有
名
な
大
友
宗そ

う

麟り
ん

の
祖
先
で
あ
り
、
大

友
氏
の
初
代
当
主
で
あ
る
。

　

さ
て
能
成
に
つ
い
て
関
連
史
料
は
極

め
て
少
な
く
『
吾
妻
鏡
』
の
養
和
2
年

（
1
1
8
2
）
五
月
二
十
五
日
条
が
知
ら

れ
て
い
る
程
度
だ
。
そ
れ
に
よ
る
と
能

成
は
金
剛
寺
（
厚
木
市
飯
山
）
の
僧
侶

か
ら
そ
の「
非
法
」
を
訴
え
ら
れ
て
い
る
。

金
剛
寺
の
僧
侶
ら
は
「
鎌
倉
殿
」（
源

頼
朝
）
に
書
状
を
捧
げ
、
能
成
の
非
法

を
訴
え
、
裁
定
を
乞
う
た
の
で
あ
っ
た
。

金
剛
寺
の
訴
え
に
よ
る
と
、
能
成
は
狩

山
（
山
で
鳥
獣
を
狩
る
こ
と
）
や
養
蚕

の
た
め
に
僧
侶
を
召
し
使
っ
た
よ
う
だ

（
狩
山
の
た
め
に
僧
侶
を
追
い
出
す
こ
と

も
あ
っ
た
）。
更
に
は
寺
に「
公
事
」（
税
）

を
か
け
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
は

頼
朝
の
耳
に
達
し
「
見
苦
し
き
事
」
と

さ
れ
た
（『
吾
妻
鏡
』
養
和
二
年
五
月

二
十
六
日
条
）。

　

そ
し
て
速
や
か
に
能
成
の
非
法
を
停

止
す
る
よ
う
に
と
の
命
令
が
発
せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
能
成
側
が
非
と
さ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
日
蓮
は
鎌
倉
時
代
の
僧
侶
で
あ

り
、
日
蓮
宗
の
開
祖
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

日
蓮
は
布
教
や
辻
説
法
な
ど
に
よ
り
他
宗

派
を
攻
撃
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
が
、
そ

れ
に
伴
い
鎌
倉
幕
府
は
日
蓮
を
捕
え
佐
渡

に
配
流
と
し
た
（
文
永
8
年
・
1
2
7
1
）。

　

佐
渡
へ
の
途
上
で
日
蓮
が
立
ち
寄
っ
た

の
が
、
愛
甲
郡
依
智
郷
を
領
地
と
し
て
い

た
本
間
重し

げ

連つ
ら

の
屋
敷
で
あ
る
。
同
年
9
月

13
日
の
夜
、
日
蓮
は
重
連
屋
敷
の
庭
上
に

立
ち
、
経
文
を
誦
え
て
、
月
に
向
か
っ
て

文
句
を
言
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
明
星
天

子
（
帝
釈
天
の
従
者
。
太
陽
に
先
立
ち
世

界
を
照
ら
し
闇
を
破
る
こ
と
を
仕
事
と
す

る
）
と
星
々
が
下
る
。
庭
上
の
梅
枝
に
そ

れ
ら
は
懸
か
っ
て
光
を
放
つ
と
、
童
子
に

変
じ
て
日
蓮
の
眼
前
に
立
つ
。
そ
し
て「
我

は
明
星
な
り
」
と
語
り
出
し
、
日
蓮
と
対

話
し
た
の
で
あ
っ
た
。
明
星
天
子
は
日
蓮

の
守
護
を
約
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
い

わ
ゆ
る
「
星
下
り
の
奇
瑞
」
と
呼
ば
れ
る

伝
説
で
あ
る
（
P
．8
図
）。

　

こ
の
奇
瑞
に
感
じ
て
日
蓮
に
帰
依
し
た

重
連
が
梅
樹
の
傍
ら
に
寺
を
開
創
し
た
と

い
う
が
、
厚
木
市
内
に
そ
う
し
た
寺
が
三

つ
残
さ
れ
て
い
る
。
妙
純
寺
、
妙
傳
寺
、

蓮
生
寺
で
あ
る
。
ど
の
寺
院
が
真
の
「
星

下
り
」
に
ま
つ
わ
る
寺
か
は
昔
か
ら
争
論

が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
江
戸
時
代
に
編
纂

さ
れ
た
地
誌
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』

は
何
れ
も
証
拠
は
な
い
と
記
述
し
て
い
る
。

第
三
章

＞＞

愛甲三郎
弓の名手

頼朝公富士之御狩図（部分）

『曽我物語』ゆかりの錦絵で、源頼朝が建久 4 年
（1193）5 月16 ～ 28 日に行った巻狩りの様子
を描いたもの。絵の左下で弓を持ち、腰に笠を
構えたのが愛甲三郎。 あつぎ郷土博物館蔵愛甲三郎

武蔵国の有力御家人・畠山重忠追討（元久 2 年・1205
年 6 月）の際には重忠に矢を命中させその首級を得て、
北条義時に献上した。勇猛な季隆であったが、建暦 3
年（1213）5 月の和田合戦においては北条氏ではなく
和田義盛に加勢し、一族と共に討死している。

代後期に編纂された鎌倉幕府の史書）の治
承 4 年（1180）十二月二十日条と言われて
いる。この日、鎌倉における源頼朝の新居
完成を祝し儀式が催行されたが、同時に「御
弓始」（弓場を新設した時などに初めて弓射
を試みる武家の儀式）も行われた。そこに
射手として登場するのが弓の名手として知
られる「愛甲三郎季隆」である。これ以前
の季隆の動向は不明であるが、早くから頼
朝に属し、愛甲荘の領主としての支配権を
安堵され、御家人に組み込まれていたと推
測されている。
　季隆の御家人としての奉仕の特徴は射芸
であり、例えば寿永元年（1182）6 月 7 日
にも季隆は頼朝に召されて乗馬用の深

ふ か

沓
ぐ つ

に
五矢を全て命中させている（『吾妻鏡』）。
　季隆の弓術は実戦においても発揮され、
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激動の南北朝時代！
高
こ う の

師
も ろ

冬
ふ ゆ

と飯山

室町幕府で勢力を伸ばす高師直・師冬親子
　高師冬は、鎌倉御家人足利氏の家臣、高

こ う

氏の庶流に生まれた
人物で、生年は不明。室町幕府初代将軍、足利尊氏の執事（後
の管領）高師直の養子となり、幕府の成立に尽力した。高氏の
本来の役割は足利氏の所領管理にあったが、鎌倉幕府の滅亡後
に起きた南北朝動乱の中で師直を筆頭に軍事面でも才覚を発揮
した。師冬は関東を主戦場として、東国の南朝勢力と戦い、関東
の平定に功績を挙げた。
　「両将軍」と呼ばれるほど尊氏・直

た だ

義
よ し

兄弟の関係は良好で、幕
府政治はその関係を基に運営されていたが、配下武将の利害関
係から師直と直義が対立、次第に尊氏・師直対直義の構図に変
化し、観応の擾乱と呼ばれる幕府を二分する内乱となった。
　京都で師直と直義の対立が続く中、尊氏の四男・基氏が僅か 9
歳で鎌倉公方として関東へ下ると、師冬は上杉憲

の り

顕
あ き

とともに基氏
を補佐する関東執事（後の関東管領）に任命された。京都での
対立は関東へも伝わり、師冬と憲顕が激しく対立するようになる。

湯山事件で飯山に立て籠もった高師冬
　観応元年（1350）11月、上杉左衛門蔵人が挙兵、憲顕はこれ
を討伐すると称して鎌倉を離れ、自らが守護する上野国（現・群
馬県）へ向かい、そこで兵を集めた。憲顕らの行動に危機感を抱
いた師冬は、同年 12 月 25 日（1351 年 1 月 23 日）に基氏とと
もに鎌倉を脱出、その翌日に相模国毛利荘内湯山（現・厚木市
飯山）に着いた。同月 27 日の朝、憲顕らの軍勢は師冬が籠る「飯
山寺」（金剛寺）を攻め、基氏を奪還した。湯山事件と呼ばれる
合戦に敗れた師冬は、甲斐国須沢城（現・山梨県南アルプス市）
へと逃れたものの、観応 2 年 1 月 17 日（1351 年 2 月 13 日）、
憲顕らに城を攻められ自害した。
　師冬の死後、劣勢となった尊氏は直義と和睦する。事実上の降
伏に近く、師直はこの際に直義配下の武将らに惨殺された。和睦
成立後、水面下で両派の対立は
続き、半年を経ずに尊氏兄弟は
再び対立した。再燃した観応の
擾乱は、直義の死により一応の
決着を迎える。直義が鎌倉で急
逝した観応 3 年 2 月26日（1352
年 3 月12日）は、奇しくも政敵・
師直の一周忌だった。

享
徳
の
乱
・
長
享
の
乱
は
、
関
東
に
お
け
る

戦
国
時
代
の
始
ま
り
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
幕
末
に
荻
野
山
中
藩
が
巻
き
込
ま
れ
た

騒
乱
も
戦
乱
の
序
章
だ
っ
た
。

監
修
・
文
／
小
和
田
泰
経

享
徳
・
長
享
の
乱
と

七
沢
城
の
戦
い

　

室
町
時
代
に
幕
府
は
、
将
軍
足
利
氏
の

庶
流
を
鎌
倉
公
方
（
関
東
地
方
の
支
配
拠

点
で
あ
る
鎌
倉
府
の
長
）、
そ
の
補
佐
役
と

し
て
上
杉
氏
を
関
東
管
領
と
し
て
い
た
。

ち
な
み
に
上
杉
氏
は
、
上
野
国
と
武
蔵
国

の
北
部
お
よ
び
伊
豆
国
を
支
配
下
に
お
く

山や
ま
の
う
ち内
上
杉
氏
が
関
東
管
領
を
相
伝
し
、
そ

の
一
族
扇お

う
ぎ
が
や
つ谷
上
杉
氏
が
武
蔵
国
の
南
部
か

ら
相
模
国
を
支
配
下
に
お
い
て
い
た
。

　

永
享
10
年
（
１
４
３
８
）
の
永
享
の
乱

で
４
代
鎌
倉
公
方
足
利
持
氏
が
、
幕
府
方

に
つ
い
た
関
東
管
領
上
杉
憲の

り

実ざ
ね

に
よ
っ
て
滅

ぼ
さ
れ
る
と
、
5
代
鎌
倉
公
方
と
な
っ
た

持
氏
の
子
成し

げ

氏う
じ

は
、
新
た
な
関
東
管
領
と

な
っ
た
憲
実
の
子
憲の

り

忠た
だ

を
追
い
詰
め
て
い
く
。

そ
う
し
た
な
か
、
宝
徳
２
年
（
１
４
５
０
）

に
は
上
杉
憲
忠
が
足
利
成
氏
の
御
所
を
襲

撃
し
、
江
の
島
に
逃
れ
た
鎌
倉
公
方
方
と

戦
っ
た
。

　

扇
谷
上
杉
氏
が
、相
模
国
に
七な

な

沢さ
わ

城
（
厚

木
市
七
沢
）
を
築
い
た
の
も
、
こ
の
頃
の

こ
と
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

江
の
島
合
戦
後
、
幕
府
の
仲
介
に
よ
り

足
利
成
氏
と
上
杉
憲
忠
は
和
睦
し
た
も
の

の
、
享
徳
３
年
（
１
４
５
４
）、
成
氏
が
憲

忠
を
暗
殺
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
対
し
、

憲
忠
の
弟
房ふ

さ

顕あ
き

が
幕
府
か
ら
成
氏
追
討
の

総
大
将
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
で
、
関
東
は

鎌
倉
公
方
足
利
氏
に
従
う
勢
力
と
、
関
東

管
領
上
杉
氏
に
従
う
勢
力
が
戦
い
を
繰
り

広
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
争
乱
を
享

徳
の
乱
と
い
い
、
以
来
、
30
年
近
く
も

続
く
こ
と
に
な
る
。

　

享
徳
の
乱
が
文
明
14
年
（
１
４
８
２
）

に
終
結
す
る
と
、
幕
府
方
と
し
て
足
利

成
氏
を
圧
倒
し
た
上
杉
氏
の
勢
威
は
強

ま
っ
た
。
し
か
し
、
今
度
は
、
山
内
上

杉
氏
の
上
杉
顕あ

き

定さ
だ

と
扇
谷
上
杉
氏
の
上

杉
定さ

だ

正ま
さ

が
一
族
を
巻
き
込
ん
で
権
力
争

い
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
長
享
元
年

（
１
４
８
７
）
冬
に
は
、
長
享
の
乱
が
勃

発
し
て
い
る
。

　

翌
長
享
2
年
（
１
４
８
８
）
2
月
、

上
杉
顕
定
は
実
父
に
あ
た
る
越
後
守
護

上
杉
房
定
の
支
援
を
得
る
と
、

１
０
０
０
余
の
兵
を
率
い
て
武
蔵
国
の

鉢
形
城
（
埼
玉
県
寄
居
町
）
を
出
陣
し
、

扇
谷
上
杉
氏
の
本
領
で
あ
る
相
模
国
へ

七沢城
『新編相模国風土記稿』より　享徳
の乱のころに扇谷上杉氏の拠点と
して築かれた要害。山の地形を生か
した堅牢な山城だったと推測される。

広沢寺
七沢にある広沢寺は、扇谷上杉
氏の上杉定正ゆかりの地。定正
が中興開基と伝わる。

観音寺 七沢にある天台宗の寺院で、本尊は馬頭観世音菩薩。
上杉定正の愛馬「月影」が供養されたという。

七沢城跡近くの鐘ヶ嶽。山中に
上杉定正の妻のものとされる石
碑が残されている。

鐘ヶ嶽

現在の七沢城跡周辺
七沢城の中心は、現在 AOI 七沢リハビリテー
ション病院があるあたり。

2
上杉定正ゆかりの地

戦
国・幕
末
の
重
要
な
舞
台
だ
っ
た

第
一
章
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厚
木
は
歴
史
の
分
岐
点

と
侵
攻
し
て
い
っ
た
。
こ
の
と
き
、
七
沢

城
を
拠
点
に
相
模
国
の
中
心
を
守
っ
て
い

た
の
が
上
杉
定
正
の
弟
朝と

も

昌ま
さ

で
あ
る
。
七

沢
城
は
、
現
在
の
A
O
I
七
沢
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
（
厚
木
市
七
沢
）
を
中

心
に
築
か
れ
て
い
た
よ
う
で
、
か
な
り
の

規
模
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
西
方
の
標
高

３
７
５
m
の
山
頂
に
は
見
城
台
と
呼
ば
れ

る
出
城
も
あ
る
。

　

七
沢
城
の
防
御
は
か
な
り
堅
固
で
あ
っ

た
と
み
ら
れ
る
が
、
上
杉
朝
昌
は
城
か
ら

打
っ
て
出
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
扇
谷
上
杉
方
は
山
内
上
杉
方
に
敗
れ
、

七
沢
城
は
攻
略
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

２
０
０
余
の
援
軍
を
率
い
る
上
杉
定
正

の
援
軍
が
河
越
城
（
埼
玉
県
川
越
市
）
を

出
陣
し
、
昼
夜
兼
行
で
到
着
し
た
の
は
、

七
沢
城
陥
落
直
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
戦
闘

の
経
緯
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
も

の
の
、
上
杉
定
正
が
上
杉
顕
定
を
近
隣
の

実さ
ね

蒔ま
き

原は
ら

で
破
っ
て
い
る
。

　

こ
の
の
ち
両
上
杉
氏
は
、
20
年
近
く
に

わ
た
っ
て
長
享
の
乱
を
戦
い
、
そ
の
間
に

小
田
原
城
の
北
条
氏
が
勢
力
を
拡
大
し
て

き
た
こ
と
も
あ
り
、永
正
2
年（
１
５
０
５
）

に
和
睦
し
た
。
も
し
、
実
蒔
原
の
戦
い
で

上
杉
定
正
が
敗
北
し
て
い
れ
ば
、
も
う
少

し
早
い
段
階
で
長
享
の
乱
は
山
内
上
杉
氏

の
勝
利
で
終
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

実
蒔
原
の
戦
い
後
、
扇
谷
上
杉
氏
は
相

模
国
の
拠
点
を
七
沢
城
か
ら
大
庭
城
（
藤

沢
市
）
へ
と
移
し
た
。
そ
し
て
、
扇
谷
上

杉
氏
が
北
条
氏
に
領
国
を
奪
わ
れ
る
な
か
、

七
沢
城
は
廃
城
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

【享徳の乱】

関東管領・
室町幕府方
山内上杉氏
扇谷上杉氏
太田道灌
今川範忠
足利政知

鎌倉公方方
足利成氏
宇都宮氏
結城氏 など

宝徳2年（1450）

江の島の戦い

山内上杉氏の憲忠が足利成氏の御所を襲撃。そ
の後江の島で山内上杉氏・扇谷上杉氏×足利成
氏の戦が勃発　このころ扇谷上杉氏の拠点とし
て七沢城が築かれる

享徳3年（1454）

享徳の乱 足利成氏が上杉憲忠を暗殺

享徳4年（1455）
幕府方の今川勢が鎌倉公方の鎌倉を制圧。足利
成氏が鎌倉から古河に拠点を移す（古河公方）

長禄2年（1458） 幕府方の足利政知が堀越に拠点を置く（堀越公方）

文明14年（1482） 享徳の乱が終結

山内上杉氏
上杉顕定

扇谷上杉氏
上杉定正

上杉朝昌（七沢城）

越後守護上杉房定
太田資康

古河公方 足利成氏
長尾景春

同盟
同盟

【長享の乱勢力図】

VS

湯山事件の舞台・飯山寺にあ
たるとされる金剛寺（→ P.7）。

学芸員　飯田 好人あつぎ郷土博物館

厚木市内

住 厚木市七沢 1304　営見学自由
交 バス停七沢城跡から徒歩 8 分

住 厚木市七沢 2741　営 10:00 ～ 17:00（祈祷受付）　
交 バス停七沢温泉入口から徒歩 20 分

住 厚木市七沢 2613　
営 参拝自由
交 厚木 IC から 30 分

住 厚木市七沢（鐘ヶ嶽）　
営 見学自由
交 バス停広沢寺温泉入口から
　徒歩 1 時間 10 分

は
じ
ま
り
の
物
語
、厚
木
で
発
見！
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和暦・西暦 月日（旧暦） できごと

慶応3年
（1867）

10月15日 大政奉還勅許

11月

薩邸浪士団による江戸
での御用盗事件が頻発。
薩摩藩による関東各地
での攪乱計画が練られる

11月25日～
薩邸浪士団が荻野山中
陣屋を目指して出発

12月9日 王政復古の大号令

12月15日 荻野山中陣屋焼き討ち

12月23日 庄内藩屯所襲撃事件

12月25日 薩摩藩邸焼き討ち事件

慶応4年
（1868）

1月3日 鳥羽・伏見の戦い

1月6日
徳川慶喜・大坂を脱出し
て江戸へ

4月11日 江戸城無血開城

5月15日 上野戦争

7月17日 江戸を東京と改称

8月 会津戦争

明治元年
（1868）

9月8日 明治改元

9月22日 会津戦争終結

10月22日 箱館戦争

明治2年
（1869）

5月18日 箱館戦争終結

荻お
ぎ

野の

山や
ま

中な
か

藩
と
薩
邸
浪
士
団

陣
屋
焼
討
事
件
か
ら
戊
辰
戦
争
へ

荻
野
山
中
藩
と
は

　

幕
末
維
新
期
に
は
各
地
で
様
々
な
大
事

件
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、
相
模
国
愛
甲
郡

中
荻
野
（
厚
木
市
）
も
例
外
で
は
な
い
。

そ
の
舞
台
は
、
小
田
原
藩
の
支
藩
で
あ
る

荻
野
山
中
藩
で
あ
り
、譜
代
大
名
に
属
す
る
。

　

宝
永
３
年
（
１
７
０
６
）、
小
田
原
藩
主

大
久
保
忠
朝
の
次
男
教の

り

寛ひ
ろ

が
西
の
丸
若
年

寄
に
就
任
し
、
駿
河
国
で
5
0
0
0
石
加

増
に
よ
っ
て
１
万
１
０
０
０
石
の
大
名
と

な
る
。
そ
し
て
、
駿
東
郡
松
永
（
静
岡
県

沼
津
市
）
に
陣
屋
を
設
立
し
、
松
永
藩
が

成
立
し
た
。

　

さ
ら
に
、
享
保
３
年
（
１
７
１
８
）
に

は
相
模
国
愛
甲
郡
・
大
住
郡
・
高
座
郡
で

５
０
０
０
石
を
加
増
さ
れ
、中
荻
野
に
出
張

陣
屋
を
置
い
た
。
天
明
3
年
（
１
７
８
3
）、

５
代
藩
主
教の

り

翅の
ぶ

の
時
、
中
荻
野
の
陣
屋
を

拡
張
改
築
し
て
移
り
、
こ
れ
以
降
、
荻
野

山
中
藩
と
称
し
た
。
こ
こ
が
、「
荻
野
山
中

陣
屋
焼
討
事
件
」
の
舞
台
と
な
っ
た
。

薩
摩
藩
と
薩
邸
浪
士
団

　

そ
も
そ
も
、
荻
野
山
中
陣
屋
焼
討
事
件

が
勃
発
す
る
経
緯
と
し
て
、
薩
摩
藩
の
幕

府
に
抗
す
る
戦
略
が
あ
っ
た
。
慶
応
３
年

（
１
８
６
７
）
８
月
、
江
戸
・
大
坂
・
京
都

で
の
三
都
挙
兵
計
画
に
ま
い
進
す
る
薩
摩

藩
に
と
っ
て
、
江
戸
で
の
挙
兵
は
幕
府
本
体

の
上
京
を
阻
止
し
、
か
つ
上
方
で
の
作
戦
を

遂
行
す
る
上
で
、
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
挙
兵
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
た
め

に
、
関
東
で
の
攪
乱
工
作
が
期
待
さ
れ
た
。

そ
こ
で
組
織
さ
れ
た
の
が
、
江
戸
薩
摩
藩

邸
に
集
結
し
た
浪
士
た
ち
か
ら
な
る
薩
邸

浪
士
団
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
薩
摩
藩
内
で
挙
兵
反
対
の
意

見
が
強
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
武
力
発
動
路

線
を
一
旦
諦
め
、
土
佐
藩
と
連
携
し
た
大

政
奉
還
路
線
に
舵
を
切
っ
た
。
10
月
15
日

に
大
政
奉
還
が
勅
許
さ
れ
、
当
面
の
武
力

発
動
は
延
期
さ
れ
た
た
め
、
在
京
要
路
は

攪
乱
工
作
を
む
し
ろ
回
避
す
べ
き
と
の
認

識
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
一
度
堰
を
切
っ

て
し
ま
っ
た
薩
邸
浪
士
団
を
止
め
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。

薩
邸
浪
士
団
の
暴
発

　

慶
応
３
年
11
月
、
薩
邸
浪
士
団
は
江
戸

市
中
を
横
行
し
、
治
安
を
守
る
町
奉
行
や

市
中
取
締
の
庄
内
藩
を
挑
発
し
、
ま
た
、

商
家
を
襲
っ
て
御
用
金
と
称
し
て
金
品
を

強
奪
す
る
御
用
盗
事
件
を
頻
発
さ
せ
た
。

さ
ら
に
、
関
東
各
地
で
の
攪
乱
の
具
体
案

が
検
討
さ
れ
、
野
州
、
甲
州
、
相
州
に
三

隊
を
派
遣
し
た
。
北
関
東
下
野
国
出い

ず

流る

山さ
ん

満
願
寺
で
の
挙
兵
、
甲
斐
国
甲
府
城
の
攻

略
、
相
模
国
荻
野
山
中
藩
陣
屋
の
襲
撃
を

決
定
し
、
実
行
部
隊
の
編
制
を
行
っ
た
。

11
月
25
日
、
竹
内
啓
（
武
蔵
国
入
間
郡

竹
内
村
医
師
）
を
隊
長
と
す
る
野
州

隊
50
人
ほ
ど
が
出
流
山
村
、
上
田
修

理
（
幕
臣
）
を
隊
長
と
す
る
甲
州
隊

10
人
ほ
ど
が
甲
府
城
、
12
月
13
日
に

は
鯉
淵
四
郎
（
水
戸
藩
浪
士
）
を
隊

長
と
す
る
相
州
隊
30
数
人
が
荻
野
山

中
藩
陣
屋
を
目
指
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

薩
摩
藩
邸
を
出
発
し
た
。

荻
野
山
中
陣
屋
焼
討
事
件

　

相
州
隊
は
隊
長
鯉
淵
の
他
に
、
出

羽
秋
田
藩
出
身
の
岩
屋
鬼
三
郎
、
出

羽
最
上
出
身
の
結
城
四
郎
、
相
州
厚

木
地
方
か
ら
は
博
徒
の
親
分
で
あ
り
、

交
通
労
働
者
を
取
り
ま
と
め
て
い
た

鈴
木
佐
吉
、
後
に
自
由
党
員
と
な
り

自
由
民
権
運
動
で
活
躍
し
た
山
川
市

郎
ら
が
加
わ
っ
て
い
た
。

12
月
15
日
夜
、
40
人
足
ら
ず
の
同

志
で
構
成
さ
れ
た
相
州
隊
は
、
厚
木

福伝寺山門 荻野山中陣屋の遺構と伝わる福伝寺山門。
福伝寺は曹洞宗の寺院。

①長屋
絵図内のあちこちに見られる赤い
長方形は、藩士が家族と居住する
長屋。幕末の荻野山中陣屋焼討事
件で 7 棟が焼失したという。

④大手門・表門
陣屋の北端は甲州道に
面し、正式な入り口で
ある大手門が置かれた。
奥には石垣と表門。

③稲荷社
絵図の中心付近に、陣
屋稲荷と呼ばれる稲荷
社が。現在も同じ場所
に祀られている。

②役所・御殿
絵図の稲荷社の左上部分が、
藩の政治の中心地だった役所。
さらに奥には藩主の居住区域
であった御殿も確認できる。

監
修
・
文
／
町
田
明
広

方
面
で
行
動
を
開
始
し
た
。
豪
農
に
軍
資

金
の
提
供
を
命
じ
、
守
り
が
手
薄
で
あ
っ

た
陣
屋
に
鉄
砲
を
打
ち
掛
け
た
。
散
々
脅

し
た
上
で
乱
入
し
、
長
屋
な
ど
に
放
火
し

て
金
子
を
奪
い
、
土
蔵
か
ら
武
器
・
弾
薬

や
米
な
ど
を
運
び
出
し
、
放
火
し
て
退
散

し
て
い
る
。

　

翌
日
に
は
、
同
志
の
数
は
人
夫
を
入
れ

て
３
０
０
人
近
く
に
な
っ
た
。
気
勢
を
上

げ
て
、
さ
ら
に
騒
擾
を
大
き
く
し
よ
う
と

し
た
矢
先
に
、
小
田
原
藩
が
出
兵
す
る
と

の
情
報
が
入
っ
た
。
そ
の
た
め
、
鯉
淵
ら

幹
部
は
直
ち
に
撤
収
を
決
め
た
た
め
、
戦

死
者
１
名
、
負
傷
者
２
名
の
み
で
あ
っ
た
。

な
お
、
撤
収
段
階
で
、
人
足
・
人
夫
に
金

銭
や
陣
屋
か
ら
の
略
奪
品
を
分
配
し
て
帰

村
さ
せ
て
い
る
。

　

そ
の
後
も
、
各
地
で
御
用
金
の
調
達
を

し
な
が
ら
八
王
子
に
向
か
い
、
甲
州
街
道

を
経
由
で
17
日
深
夜
に
薩
摩
藩
邸
に
逃
げ

込
ん
だ
。

三
田
品
川
戦
争
、
そ
し
て
戊
辰
戦
争

　

関
東
各
地
で
攪
乱
工
作
に
加
わ
っ
た
薩

邸
浪
士
団
は
薩
摩
藩
邸
へ
再
集
結
し
、
江

戸
市
中
で
殺
傷
・
強
盗
事
件
を
繰
り
返
し

た
。
12
月
23
日
、
江
戸
城
二
の
丸
で
不
審

火
が
あ
り
、
ま
た
、
庄
内
藩
屯
所
襲
撃
事

件
も
勃
発
し
た
。
庄
内
藩
は
一
気
に
硬
化

し
、
三
田
品
川
戦
争
の
緒
戦
と
な
っ
た
薩

摩
藩
邸
焼
き
討
ち
事
件
に
繋
が
っ
た
。
こ

の
流
れ
が
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
、
そ
し
て

戊
辰
戦
争
に
発
展
し
た
が
、
荻
野
山
中
陣

屋
焼
討
事
件
は
そ
の
方
向
性
を
規
定
し
た

大
事
件
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

【戊辰戦争年表】

徳川慶喜・大坂を脱出し

戊
辰
戦
争

下荻野村名主家に伝わる陣屋図を、昭和41年（1966）頃に日本画家・菊川京三が模写。 神奈川県立歴史博物館蔵

皇国一新見聞誌 
伏見の戦争
月岡芳年，小林年参
戊辰戦争の初戦であ
る鳥羽・伏見の戦い
を描いた浮世絵。明
治初期の出版。
東京都立中央図書館蔵

N【山中藩陣屋之図】

第
二
章

＞＞

住 厚木市王子 1-11-40　営参拝自由
交 バス停高校入口から徒歩 5 分

①

④④③
②
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3厚
木
は
古
く
か
ら
人
が
住
み
始
め
た
地
で
、

縄
文
・
弥
生
・
古
墳
・
各
時
代
の
遺
跡
が
点
在
す
る
。

ユ
ニ
ー
ク
な
土
器
な
ど
の
発
掘
品
と
と
も
に
、

時
代
別
に
紹
介
す
る
。
監
修
・
文
／
瀧
音
能
之

古
代
ロ
マ
ン
を
発
掘

縄
文・弥
生・古
墳
時
代
の
歴
史
遺
産

縄
文
時
代

〈
不
思
議
な
造
形
の
土
器
〉

　

林
王
子
遺
跡
は
縄
文
時
代
中
期
を
中
心

と
す
る
遺
跡
で
、
こ
こ
か
ら
出
土
し
た
有ゆ

う

孔こ
う

鍔つ
ば

付つ
き

土ど

器き

の
文
様
は
実
に
奇
妙
な
も
の

で
あ
る
。
正
面
中
央
に
人
体
の
装
飾
が
つ

き
、
左
右
に
は
蛇
体
の
装
飾
が
み
ら
れ
る
。

蛇
は
頭
部
が
三
角
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
マ

ム
シ
か
と
も
い
わ
れ
る
。
高
さ
26
．5
㎝ 
ほ

ど
で
あ
る
が
、
用
途
は
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、

果
実
酒
の
醸
造
具
で
あ
る
と
か
、
上
部
に

皮
を
張
っ
て
太
鼓
と
し
て
用
い
た
と
か
い

わ
れ
て
お
り
、
儀
礼
な
ど
に
用
い
ら
れ
た

と
さ
れ
る
。

〈
全
国
で
も
珍
し
い
文
様
〉

　

造
形
的
に
も
ま
れ
と
い
わ
れ
る
も
の
に

は
、
恩
名
沖
原
遺
跡
か
ら
出
た
や
は
り
縄

文
時
代
中
期
の
浅あ

さ

鉢ば
ち

も
あ
げ
ら
れ
る
。
外

面
は
無
文
で
あ
る
が
、
内
面
に
は
魚
の
よ

う
な
文
様
が
一
対
、
向
か
い
合
う
よ
う
に

立
体
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
文

様
は
類
例
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
さ
れ
、
縄

文
土
器
の
造
形
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
こ

の
浅
鉢
は
本
来
、
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
、
日
常
で
は
な
く
祭
祀
用
の
特
別

な
浅
鉢
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
と
い
わ

れ
る
。

〈
拠
点
集
落
と
配
石
遺
構
〉

　

集
落
跡
で
は
、
三
田
林
根
遺
跡
が
注
目

さ
れ
る
。
縄
文
時
代
中
期
の
こ
の
遺
跡
は
、

ふ
つ
う
の
集
落
跡
で
は
な
く
、
拠
点
集
落

と
い
わ
れ
る
。
一
般
の
集
落
跡
と
異
な
り
、

規
模
が
大
き
く
、
長
期
に
わ
た
っ
て
存
続

弥
生
〜
古
墳
時
代

〈
類
例
が
９
例
の
み
の
家
形
土
器
〉

　

弥
生
時
代
後
期
の
家
形
土
器

が
子
ノ
神
遺
跡
か
ら
出
て
い
る
。

切き
り

妻づ
ま

造づ
く
りで

脚
台
が
つ
い
て
お
り
、

高
さ
は
39
㎝ 
で
あ
る
。
外
面
は

赤
色
顔
料
が
塗
ら
れ
て
い
た
痕

跡
が
み
ら
れ
る
。
弥
生
時
代
の
家

の
構
造
が
立
体
的
に
み
ら
れ
る
。
全

国
的
に
も
類
例
が
少
な
く
、
蔵
を
表
し
て

い
る
と
も
い
わ
れ
、
そ
れ
も
ひ
と
つ
の
住

居
か
ら
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
共
同
体
に

と
っ
て
重
要
な
米
蔵
な
ど
を
象
徴
し
て
い

て
、
種
籾
の
容
器
と
し
て
使
用
さ
れ
た
可

能
性
も
あ
る
か
と
さ
れ
て
い
る
。

〈
環
濠
で
守
ら
れ
た
大
規
模
集
落
〉

　

弥
生
時
代
後
期
を
中
心
と
し
た
大
規
模

な
環か

ん

濠ご
う

集
落
で
知
ら
れ
る
の
が
宮
の
里
遺

跡
で
あ
る
。
環
濠
と
は
集
落
の
周
囲
に
め

ぐ
ら
さ
れ
た
堀
で
防
御
施
設
で
あ
る
。
こ

し
、
こ
の
地
域
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て

い
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
石

を
敷
き
つ
め
た
配
石
遺
構
が
２
か
所
で
て

お
り
、
１
か
所
か
ら
は
、
約
８
０
０
㎏ 
の

巨
大
な
礫
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

新
潟
県
の
糸い

と

魚い

川が
わ

産
の
ヒ
ス
イ
も
出
土
し

て
い
る
。

　

縄
文
時
代
以
外
で
は
、
奈
良
・
平
安
時

代
や
近
世
の
遺
構
も
み
ら
れ
る
。

有孔鍔付土器
王子の団地造成にともない
昭 和 48 年（1973）の 発
掘調査により出土。

浅鉢
魚のような神秘的な文
様が特徴。平成 6 年

（1994）～ 7 年（1995）
の発掘調査で出土した。

打製石斧
土を掘る道具と考え
られる打製石斧。

家形土器
弥生時代の建物の
形を知る上でも貴
重な資料。

土器
細やかな文様が
入った土器。

「甲午」銘土器
弥生時代後期～の環濠
集落。写真の土器は平
安時代のもの。

ヒスイ製垂
す い

飾
しょく

穴に紐を通して使っ
たと思われるヒスイ
製の飾り。

発掘調査風景
大規模な拠点集落と考えられる遺
跡。断続的に調査が行われている。

配石遺構
石を敷きつめた特徴的な
遺構が発見された。

縄文時代弥生時代弥生～古墳時代

の
遺
跡
は
、
次
の
古
墳
時
代
、
奈
良
・
平

安
時
代
に
も
及
ん
で
お
り
、「
甲こ

う

午ご

」
銘
が

墨
書
さ
れ
た
須
恵
器
杯
が
出
土
し
て
い
る
。

年
代
は
10
世
紀
前
半
と
さ
れ
、
暦
年
代
は

承じ
ょ
う

平へ
い

４
年
（
９
３
４
）
に
相
当
す
る
。
こ

の
よ
う
に
干
支
年
が
記
さ
れ
た
土
器
は
全

国
的
に
み
て
も
類
例
が
な
く
貴
重
で
あ
る
。

〈
厚
木
で
発
見
さ
れ
た
前
方
後
円
墳
〉

　

厚
木
市
に
は
、
旧
石
器
時
代
か
ら
人
々

が
住
み
つ
い
て
お
り
、
そ
の
後
も
継
続
的

に
人
が
居
住
し
て
い
る
が
、
不
思
議
な
こ

と
に
前
方
後
円
墳
は
あ
ま
り
み
つ
か
っ
て

い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
、
確
認
が

な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ

が
相
模
川
の
支
流
で
の
前
方
後
円
墳
の
発

見
と
な
っ
た
及
川
伊
勢
宮
遺
跡
で
あ
り
、

４
基
の
古
墳
の
う
ち
、
１
基
が
前
方
後
円

墳
と
わ
か
っ
た
。
４
世
紀
か
ら
５
世
紀
に

か
け
て
の
築
成
で
、
全
長
37
m
と
大
き
さ

は
な
い
が
、
初
期
の
墳
形
を
残
し
て
お
り
、

貴
重
な
古
墳
で
あ
る
。

林
は や し

王
お う

子
じ

遺跡
三
さ ん

田
だ

林
は や し

根
ね

遺跡

恩
お ん

名
な

沖
お き

原
は ら

遺跡

子
ね

ノ
の

神
か み

遺跡

宮の里遺跡

及
お い

川
が わ

伊
い

勢
せ

宮
み や

遺跡

は
じ
ま
り
の
物
語
、厚
木
で
発
見！
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古墳時代

登
ど う

山
や ま

古墳群吾
あ

妻
づ ま

坂
ざ か

古墳中
な か

依
え

知
ち

遺跡群

古
墳
時
代

〈
坊
主
頭
の
力
士
埴
輪
が
出
土
〉

　

神
奈
川
県
は
埴
輪
の
出
土
例
が
少
な
い

と
い
わ
れ
る
な
か
、
登
山
１
号
墳
か
ら
は

数
々
の
埴
輪
が
出
土
し
て
い
る
。
登
山
古

墳
は
、
５
基
の
円
墳
か
ら
な
り
古
墳
群
を

形
成
し
て
お
り
、
古
墳
時
代
後
期
の
築
成

と
さ
れ
る
。
１
号
墳
は
開
発
の
た
め
調
査

後
、
消
滅
し
た
が
、
残
り
の
４
基
は
現
状

保
存
さ
れ
、
登
山
古
墳
史
跡
公
園
と
し
て

整
備
さ
れ
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

１
号
墳
は
、
径
20
m
ほ
ど
の
円
墳
で
あ

る
が
、
円
筒
埴
輪
１
０
０
個
以
上
と
形
象

埴
輪
を
出
土
し
て
い
る
。
形
象
埴
輪
に
は

家
、
人
物
、
鶏
、
馬
な
ど
が
出
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
の
も
の
は
、
一
部
し
か
残
っ
て

い
な
い
が
、
冑
を
か
ぶ
っ
た
男
、
堅
魚
木

を
飾
っ
た
家
、
力
士
埴
輪
は
全
体
像
が
わ

か
り
、
県
の
指
定
重
要
文
化
財
に
な
っ
て

い
る
。

　

特
に
、
力
士
埴
輪
は
、
坊
主
頭
で
あ
り
、

は
じ
め
行あ

ん

脚ぎ
ゃ

僧そ
う

と
さ
れ
て
い
た
が
、
腰
と

股
間
に
帯
状
の
も
の
が
つ
い
て
い
る
こ
と

か
ら
力
士
埴
輪
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

坊
主
頭
の
力
士
埴
輪
は
き
わ
め
て
珍
し
い

と
い
え
る
。
ま
た
、
両
足
に
は
５
個
ず
つ

突
起
が
つ
い
て
お
り
、
こ
れ
が
何
か
は
不

明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
埴
輪
は
あ
つ
ぎ
郷

土
博
物
館
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
厚
木
市
内
で
も
古
い
古
墳
〉

　

下
依
知
の
吾
妻
坂
古
墳
は
、
４
世
紀
末

か
ら
５
世
紀
初
頭
の
築
造
で
、
市
内
で
も

古
い
古
墳
で
あ
る
。
こ
の
古
墳
の
上
に
吾

妻
社
が
あ
っ
た
こ
と
が
『
新
編
相
模
国
風

土
記
稿
』
に
み
ら
れ
、〝
お
吾
妻
様
〞
と
し

て
祭
ら
れ
て
い
た
。
古
墳
名
も
こ
の
こ
と

に
由
来
し
て
い
る
。

　

古
墳
の
形
状
は
円
墳
で
あ
る
。
規
模
は

西
側
は
工
場
で
削
ら
れ
、
南
側
も
道
路
に

よ
っ
て
か
な
り
削
ら
れ
て
い
る
が
、
本
来

の
直
径
は
30
m
と
も
50
m
と
も
い
わ
れ
る
。

埋
葬
施
設
は
墳
頂
部
に
３
基
検
出
さ
れ
た
。

副
葬
品
は
、
銅
鏡
、
鉄
製
品
（
剣
・
大
刀
・

矛
）、
ヒ
ス
イ
製
を
含
む
玉
類
が
出
て
い
る
。

特
に
、
鏡
に
重
ね
る
よ
う
に
鉄
剣
が
置
か

れ
た
状
態
で
出
土
し
て
お
り
、
副
葬
方
法

が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
ま
た
、
直
径
19
．１

登山1号墳 巫女埴輪
祭祀に関わる巫女を象った埴輪。

登山1号墳 調査風景
昭和 42 年（1967）に行われた登山 1号墳の発掘調査の様子。

鏡
当時の精巧な技術が
窺い知れる銅鏡。

1・2号墳
複数の円墳が見つかっている古墳群。
写真は桜樹 1・2 号墳。

剣・鏡（出土時）
古墳の副葬品の鉄剣
は、鏡の上に乗せら
れた状態で出土した。

登山古墳史跡公園
現在は登山古墳群のう
ち 2 ～ 5 号墳の 4 基
が保存され、史跡公園
として公開されている。

登山1号墳 家形埴輪
人物、動物のほか家形の埴輪
も出土。埴輪の出土例が少な
い神奈川県で貴重な資料。

登山1号墳 力士埴輪
坊主頭の珍しい力士埴輪。
両足の突起にも注目。

監修・文／瀧音能之

㎝ 
の
仿ぼ

う

製せ
い

斜し
ゃ

縁え
ん

四し

獣じ
ゅ
う

鏡き
ょ
うも
出
て
お
り
、
文

様
の
構
成
な
ど
特
異
な
形
態
で
あ
り
、
技

術
的
に
も
精
巧
で
あ
る
。

　

古
墳
の
被
葬
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
地

域
の
有
力
者
と
思
わ
れ
、
大
化
改
新
の
以

前
の
地
方
豪
族
の
実
態
を
知
る
上
で
重
要

な
古
墳
と
さ
れ
る
。

〈
古
墳
群
か
ら
横
穴
墓
群
へ
〉

　

中
依
知
遺
跡
群
は
、
縄
文
時
代
か
ら
古

墳
時
代
、
奈
良
・
平
安
時
代
を
経
て
中
世

に
お
よ
ぶ
複
合
遺
跡
で
あ
る
。
縄
文
時
代

に
は
、
１
０
０
基
以
上
の
陥
穴
状
土
坑
が

確
認
さ
れ
、
早
期
頃
か
ら
す
で
に
狩
り
場

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。

　

古
墳
時
代
後
期
に
は
、
直
径
20
m
前
後

の
複
数
の
円
墳
で
形
成
さ
れ
る
桜
樹
古
墳

群
が
６
世
紀
末
か
ら
７
世
紀
前
半
に
か
け

て
み
ら
れ
る
。
１
号
墳
は
周
溝
を
も
っ
て

お
り
、
そ
こ
か
ら
珍
し
い
把
手
付
の
土
師

器
の
壺
が
み
つ
か
っ
て
い
る
。
他
に
副
葬

品
と
し
て
は
、
鉄
刀
・
鉄
鏃
と
い
っ
た
武

器
類
、
ガ
ラ
ス
玉
、
勾
玉
、
金
銅
製
の
耳

環
な
ど
が
出
て
い
る
。

　

古
墳
の
築
造
が
終
わ
り
を
つ
げ
る
と
、

７
世
紀
中
期
か
ら
８
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、

河
岸
段
丘
の
崖
面
に
横
穴
墓
群
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
横
穴
墓
の
中

に
は
、
入
り
口
部
分
の
周
囲
に
河
原
石
を

て
い
ね
い
に
積
み
上
げ
て
い
る
も
の
も
あ

り
、
中
に
は
高
さ
が
３
m
に
及
ぶ
も
の
も

あ
る
。
古
墳
か
ら
横
穴
墓
へ
の
移
行
と
い

う
墓
制
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
支

配
者
層
と
ヤ
マ
ト
政
権
と
の
間
の
力
関
係

に
変
化
が
生
じ
た
と
も
い
わ
れ
る
。

写真提供：神奈川県教育委員会
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【市指定有形文化財】
名称 種類 所在地 所有者

紙本著色  仏涅槃図（井上五川筆）絵画 下川入
（あつぎ郷土博物館） 養徳寺

絹本著色 釈迦三尊十八羅漢図（島崎旦良筆） 絵画 下川入
（あつぎ郷土博物館） 養徳寺

絹本著色 徳川家康像（東照宮御画像） 絵画 下川入
（あつぎ郷土博物館） 個人

絹本著色 弁財天十五童子像 絵画 上依知 妙傳寺

木造  薬師如来坐像 彫刻 妻田西 妻田薬師保存会
（遍照院）

木造  日光菩薩立像 彫刻 妻田西 妻田薬師保存会
（遍照院）

木造  月光菩薩立像 彫刻 妻田西 妻田薬師保存会
（遍照院）

木造  薬師如来立像 彫刻 妻田西 妻田薬師保存会
（遍照院）

木造  十二神将立像 彫刻 妻田西 妻田薬師保存会
（遍照院）

木造  釈迦如来立像 彫刻 上依知 妙傳寺

木造  毘沙門天（多聞天）立像 彫刻 上依知 妙傳寺

木造  持国天立像 彫刻 上依知 妙傳寺

木造  菩薩立像　2軀 彫刻 戸田 延命寺

木造  阿弥陀如来立像　 彫刻 上落合 長徳寺

銅  鐘 工芸品 妻田西 妻田薬師保存会
（遍照院）

銅  鐘 工芸品 酒井 飯出神社

銅製品（布薩形水瓶１口） 工芸品 飯山 金剛寺

銅製品（信貴山形水瓶１口） 工芸品 飯山 金剛寺

銅製品（錫杖頭１口） 工芸品 飯山 金剛寺

銅製品（銅鋺３口） 工芸品 飯山 金剛寺

観音堂 建造物 飯山 長谷寺

薬師堂 建造物 妻田西 妻田薬師保存会
（遍照院）

厨  子 建造物 妻田西 妻田薬師保存会
（遍照院）

須弥壇 建造物 妻田西 妻田薬師保存会
（遍照院）

釈迦堂 建造物 上依知 妙傳寺

二天門 建造物 上依知 妙傳寺

石灯籠 建造物 温水 春日神社

石灯籠（康暦2年） 建造物 愛甲 熊野神社

石造物28基 建造物 金田 建徳寺

下川入諏訪神社本殿 建造物 下川入 諏訪神社

三田八幡神社本殿 建造物 三田 八幡神社

聞修寺山門 建造物 小野 聞修寺

旧岸家住宅 建造物 上荻野 市教育委員会

中世文書２葉 古文書 非公表 個人

足利義満安堵状 古文書 非公表 個人

徳川家康朱印状 古文書 下川入
（あつぎ郷土博物館） 八幡神社

土師器 考古資料 下川入
（あつぎ郷土博物館） 市

子ノ神遺跡出土家形土器 考古資料 下川入
（あつぎ郷土博物館） 市

林王子遺跡出土有孔鍔付土器 考古資料 下川入
（あつぎ郷土博物館） 市

恩名沖原遺跡出土浅鉢 考古資料 下川入
（あつぎ郷土博物館） 市

宮の里遺跡出土土器 考古資料 下川入
（あつぎ郷土博物館） 市

愛名宮地遺跡出土瓦塔 考古資料 下川入
（あつぎ郷土博物館） 市

北条家制札 歴史資料 下川入
（あつぎ郷土博物館） 個人

【国指定重要文化財】
名称 種類 所在地 所有者

木造  阿弥陀如来坐像 彫刻 飯山 金剛寺

【県指定無形民俗文化財】
名称 種類 所在地 所有者

相模のささら踊り 民俗芸能 長谷ささら踊り
盆唄保存会

相模のささら踊り 民俗芸能 愛甲ささら踊り
盆唄保存会

【国指定重要無形民俗文化財】
名称 種類 所在地 所有者

相模人形芝居  林座 民俗芸能 相模人形芝居  
林座

相模人形芝居  長谷座 民俗芸能 相模人形芝居  
長谷座

【県指定天然記念物】
名称 種類 所在地 所有者

妻田の楠 天然
記念物 妻田西 妻田薬師保存会

（遍照院）

松石寺の寺林 天然
記念物 上荻野 松石寺

【県指定重要文化財】
名称 種類 所在地 所有者

木造  地蔵菩薩坐像 彫刻 飯山 金剛寺

木造  不動明王立像 彫刻 酒井 法雲寺

鰐  口 工芸品 下古沢 本照寺

銅  鐘 工芸品 飯山 長谷寺

銅  鐘 工芸品 中依知 浅間神社

本  堂 建造物 飯山 本禅寺

荻野神社本殿・拝殿 建造物 上荻野 荻野神社

厚木市登山1号墳出土埴輪 考古資料 下川入
（あつぎ郷土博物館） 市

【市指定天然記念物】
名称 種類 所在地 所有者

カシワ 天然
記念物 下依知 個人

イヌマキ 天然
記念物 飯山 長谷寺

イチョウ（２本） 天然
記念物 上依知 依知神社

イチョウ 天然
記念物 旭町 熊野神社

イチョウ 天然
記念物 上荻野 荻野神社

カゴノキ 天然
記念物 林 林神社

ムクロジ（無患子） 天然
記念物 棚沢 皇大神社

【市指定無形民俗文化財】
名称 種類 所在地 所有者

伊勢十二座大神楽獅子舞 民俗芸能 伊勢十二座大神
楽獅子舞保存会

古式消防（木遣唄･まとい振り･梯子乗り）民俗芸能 厚木市古式
消防保存会

相模里神楽 民俗芸能 相模里神楽
垣澤社中

双盤念仏 民俗芸能 法雲寺酒井
双盤講

名称 種類 所在地 所有者

旧厚木村渡船場跡 史跡 東町 市

荻野山中藩陣屋跡 史跡 下荻野 市

烏山藩厚木役所跡 史跡 厚木町 市

本間氏累代の墓 史跡 金田 建徳寺

厚 木市内の文 化 財 厚 木市 歴 史 発 見 MAP
本誌で紹介した歴史スポットや、厚木市内の文化財をチェックして出かけよう。



あつぎの歴史をもっと知るならココへ！

古代から現代までの厚木の姿にふれる

館内の基本展示室の様子。地元の考古資料も充実している。

市制70周年記念展示
「寿 ―毛利家と共に―」

令和 8 年1月24日～ 3月1日
厚木市とゆかりの深い毛利家についての
記念展示。正月のおめでたいときに飾る
掛軸など貴重な資料も展示予定。

注目の展示会

Vol.01

建物や建具から近
代和風建築の粋を
感じられる。

厚木市指定有形文化財。古民家岸邸
では 3 月のひな人形、5 月の五月人
形など季節にちなんだ展示も実施。

誌面で取り上げた土器をはじめ、厚木の郷土の歴史や文化に触れられる施設。
企画展や特別展の日程もあわせて確認して出かけよう。

あつぎ郷
き ょ う

土
ど

博
は く

物
ぶ つ

館
か ん

地元「あつぎ」の歴史や文化、自然を紹介する
博物館。館内には生物・考古・民俗・歴史の 4
つのテーマで特集する基本展示室のほか、化石
展示室や企画展示室もある。郷土の歴史・文化・
自然に関連した企画展・特別展も年に数回開催
するので、日程をチェックして訪問したい。

あつぎ郷土博物館
ホームページ

自然豊かな下川入にある施
設。本厚木駅北口 バス 1
番乗場からは、「あつぎ郷土
博物館」行きに乗り、終点「あ
つぎ郷土博物館」下車すぐ。

電 046-225-2515　
住 厚木市下川入 1366-4
営 9:00 ～ 17:00（16:30 最終入館）
休   毎月最終月曜（祝日の場合は翌平日）
    ※その他年末年始や臨時休館あり　

料 入館無料

古
こ

民
み ん

家
か

岸
き し

邸
て い

伝統とモダンの調和
明治時代建造の文化遺産

明治 24 年（1891）建造と伝わる歴史的建物で、岸重郎
平氏から厚木市に寄付されたのち一般公開されている。木
造 2 階建ての寄棟造瓦葺で、部屋は 15 室、敷地面積は
約 520 坪と広大。座敷や洋間のほか、デザイン性の高い
欄間や窓、ランプシェードなども見ごたえがある。

電 046-291-0201　住 厚木市上荻野 792-2
営 4 月～ 9 月は 10:00 ～ 17:00、
　10 月～ 3 月は 10:00 ～ 15:00
　※最終入館は各 30 分前まで

休  月・火曜（祝日の場合は翌平日）　料 入館無料
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